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はじめに
　環形動物門である多毛類はいわゆる

“ゴカイ”と呼ばれ、釣り餌でアオイソメ
やアカムシとして目にする人も多いかと
思います。分類群としてはミミズやヒル
に近縁で体節性という繰り返し構造を持
つこと、足から剛毛と呼ばれる毛が生え
ていることが特徴的です。基本的に海の
底で生活し、砂の中や岩の裏等に隠れて
生活しています。多毛類は日本から約
1200 種知られており、釣り餌として売ら
れている種は極々一部であることがわか
ります。実は自然環境にはあっと驚くよ
うな様々な形・生活様式を持ったゴカイ

達がひっそりと暮らしているのです。

ハボウキゴカイ？
　多毛類は現在 92 科知られていますが、
その中の 1 科であるハボウキゴカイ科

（Flabelligeridae）（以下ハボウキゴカイ
と記述）について今回ご紹介させていた
だければと思います。ハボウキゴカイは
約24属250種が知られていて世界中に分
布しています。“ハボウキ”というのは羽
箒（または葉箒）から由来していると 
言われていて、頭部にある剛毛が他の多
毛類と比べて非常に長く伸び箒のように
見えるのが特徴です。この部分を頭篭 

（とうろう）と呼び、他の科と見分ける時
に重宝する形質です（図 1）。

ハボウキゴカイの生活様式や形の多様性
　ハボウキゴカイは基本的に他のゴカイ
と同じように砂や泥の中に巣を作らず埋
まって住んでいるか、岩の裏に張り付い
て生活しています。しかし、中には変わっ
た生活を送るものもいます。ウキナガム
シ属（Poeobius）（図 2）やウネリウキムシ
属（Buskiella）は終生浮遊生活を送ると
考えられており、隠れる場所のない浮遊
生活に適応してなのかは分かりませんが
体色も透明になっています。これらの浮
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図 1　ハボウキゴカイの形態 . 普段は頭籠および頭部の一部分
のみを水中に出し、その他の部分は堆積物に埋没している。

図２　ウキナガムシ属 (Poeobius)。浮遊生活をおくる。左側が
頭部。頭篭はない。

図３　キブクレハボウキ属(Flabegraviera)。南極域にのみ
分布し、巨大な身体と厚い被嚢をもつ。隠れずに歩き回る。

図４　ヤドリハボウキ属 (Flabesymbios)。A, ウニの棘の隙間に共生する。B, 頭
部の拡大図。Salazar-Vallejo 博士撮影。
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遊生活様式はハボウキゴカイ科の中で独
立して複数回進化したということが分
かっています（Osborn and Rouse 2008）。
南極域にのみ生息するキブクレハボウキ
属（Flabegraviera）は大きな体を持ち、 
体表を覆う被嚢というぶよぶよした部 
分が分厚くなっています（図 3）（Jimi  
et al. 2017）。分厚い覆いを持つからか、 
岩の裏に隠れもせずに海底を歩き回っ 
ています。ヤドリハボウキ属（新称）

（Flabesymbios）はウニの体表にのみ生息
し、キブクレハボウキ属とは逆に被嚢が
なくなっているのが特徴です（図 4）。こ
のようにハボウキゴカイは多彩な生活様
式と形態を持っており、１科の中でこん
なにバリエーションを持つゴカイは稀で
す。これらの生活様式や形態がどう進化
してきたか、どのようにそれぞれの生活
場所に適応していったかを解明するため
に、ハボウキゴカイは格好の研究対象な
のです。
　私はハボウキゴカイの分類学を中心に
研究を進めてきており、今まで 10 種のハ
ボウキゴカイ科多毛類を新種として記載
しました（Jimi and Fujiwara 2016 等）。

サンゴ穿孔性ハボウキゴカイの多様性 
解明
　このように様々なハボウキゴカイがい
ますが、今回は公益財団法人水産無脊椎
動物研究所 2016 年度育成助成を受けて
実施したサンゴ穿孔性ハボウキゴカイの
多様性把握について紹介します。
　多様な生活様式を持つハボウキゴカイ
ですが、中にはサンゴや岩等の硬い基質
に穴を開けて生活するものもいます。穿
孔性ハボウキゴカイはミナミハボウキ属

（Daylithos）とアナホリハボウキ属（新称）
（Semiodera）の２属が知られ、日本から
はこれまでサンゴに穿孔するミナミハボ
ウキ（Daylithos parmatus）とニシアナホ
リハボウキ（新称）（Semiodera nishii）の 
２種が報告されています（内田 1992; 
Salazar-Vallejo 2012）。これらの属は頭籠
の部分を穿孔した穴から出して粘液を張
り、そこに海水中の懸濁物を絡め取って
食べていると考えられています（図 5）。
　みなさんが手頃にハボウキゴカイを観
察したい場合、アクアリウムショップに
行くと見ることができます。観賞用とし
てアクアリウムショップで多く売買され
ているサンゴにもハボウキゴカイが穿孔
しているため（図 6）、目を凝らせばきら
きらと光る頭籠を見ることができるで
しょう。売られているサンゴの一部は
オーストラリアや東南アジアから輸入さ

れているとされていますが、これらのサ
ンゴに住むハボウキゴカイも意図せずし
て日本において売買されています。近年、
こういった観賞用由来と思われる生物が
野外で発見される事例が報告されていま
す（エビとカニの水族館ブログ 2017 等）。
もしサンゴが捨てられた際に、ハボウキ
ゴカイも一緒に捨てられてしまった場合

（ゴカイを捨てたことには気づいていな
いでしょうが…）、それが在来のものか 
判断するためには日本に本来どんな種が
生息していたかを把握してある必要があ
ります。そのため日本産サンゴ穿孔性ハ
ボウキゴカイの多様性把握を目的として
分類学的研究を行いました。
　和歌山・高知・鹿児島・小笠原・沖縄
において SCUBA 潜水を行い、サンゴに
穿孔しているハボウキゴカイの網羅的な
サンプリングを行いました。その際宿主
特異性があるか（宿主として特定のサン
ゴのみを選んでいるか）も調査しました。
採集した標本はエタノールで固定したあ

と、顕微鏡で頭部・剛毛の形態を観察し
ました。またミトコンドリアの COI 領域
を決定し、各個体において比較を行いま
した。結果、まず種によって特定のサン
ゴのみを選んでいるということは見られ
ず色んなサンゴを宿主としていることが
わかりました。また、腹側後部剛毛およ
び頭籠等の形態から日本からは少なくと
もミナミハボウキ属の未記載種が 2 種、
アナホリハボウキ属の未記載種が 2 種い
ることがわかりました。このことからサ
ンゴ穿孔性のハボウキゴカイは少なくと
も日本に 6 種が存在することになり、今
まで知られていた種数より実際には多く
の種が存在することがわかりました。今
後これらの標本を元に新種記載論文を書
くとともに、海外の標本と比較すること
により日本産種の分布範囲を明らかにし
たいと考えています。このようにハボウ
キゴカイは日本においては研究がほぼ行
われてこなかったため、まだまだ未知の
種が存在する可能性が高い科なのです。

図５　A, サンゴから頭篭のみを出しているミナミハボウキ属 (Daylithos )、懸濁物が
頭篭に張られた粘液に絡まっている。B, サンゴ断面図、虫体が埋まっている。

図６　アクアリウムショップで売られていたハボウキゴカイ ( とサンゴ )。赤矢印は頭篭。
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おわりに
　ハボウキゴカイは普段の生活では目に
することも関わることもなく、地味な存
在かもしれませんが、実はたった 1 科の
中で多彩な生活様式を獲得したすごいゴ
カイです。ゴカイの多様性はまだまだ未
知の部分が存在していて、皆さんがわく
わくするような変わった形や生態を垣間
見せてくれることでしょう。そんな変な
ゴカイを探して研究を続けて、皆さんに
お見せできればと思います。
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第 13 回親子で楽しむ海の生き物わくわくウォッチングを開
催しました。

　2019 年 5 月 4 日に「第 13 回親子で楽しむ海の生き物わくわく
ウォッチング」を観音崎自然博物館にて開催しました。今年は
10 連休のやや後半での開催となり、天気にも恵まれて無事に行
うことができました。
　例年同様、博物館のスタッフやボランティアさんのご協力の
もと、実施していただきました。参加者は 64 名（大人 37 名、中
学生以下 27 名）でした。
　ヒトデ、ナマコ、クラゲ、タコ、イソギンチャクなど様々な
動物を観察することができました。また、見られたウミウシ類
は、イソウミウシ、クロシタナシウミウシ、サガミミノウミウ
シ、ゴマフビロードウミウシなどでした。

　博物館に戻ってからは、採集してきた生き物を観察しました。
顕微鏡でアメフラシの卵を見たり、ウミクワガタを観察したり
しました。ウミクワガタは海にいる甲殻類の仲間ですが、陸の
昆虫であるクワガタとよく似た形の角を持っています。毎年参
加してくださるご家族もいて、お子さんたちが年々大きくなり、
生き物やウミウシに詳しくなっていて、事務局も嬉しい思いで
した。

 より

表 紙 写 真

「チゴミドリガイ（左、体長 12mm）を食べるオキナワ 
キヌハダウミウシ（右、5mm）」

　今回の表紙写真は、ウミウシの生態が垣間見える一枚
をお借りしました。ウミウシの中には、ウミウシを餌と
する仲間もいます。キヌハダウミウシ類は別のウミウシ
類を食べることで知られています。表紙写真の黒紫色の

「チゴミドリガイ」の後ろの方に付いている黄色い「オキ
ナワキヌハダウミウシ」がその仲間で、チゴミドリガイは
食いつかれて逃げているところだったそうです。
　撮影者の今本 淳氏によると、撮影しながら観察した結
果（自然の中なので、手を出さないで見守ります）、チゴ
ミドリガイはこの後、オキナワキヌハダウミウシを振り
払って逃げ切ったそうです。

　こうしたシーンに出会える機会は少ないそうで、貴重
な一枚を使わせていただきました。


